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鈴木副委員長への

解雇通告許さない！
２月２２日、動労連帯高崎の鈴木喜平副委員長（籠原事業所）に、総務部

長名の文書が出されました。「雇用契約については…3 月 31 日をもって満

了とし、これを更新しない」という雇い止め＝解雇通告です。絶対に許せな

い！ 総務部長・松本とＴＴＳは直ちに文書を撤回せよ！

解雇する理由などない！
理由は①昨年 7 月に「無断で帰宅」し、

12 月に「訓告」処分にした、②昨年 5 月に

ビラを「会社施設内」に置き、「口頭注意」

の指導をした。この「勤務成績」で解雇だと

いうのです。

「無断帰宅」一回で三度処分？
①に関しては、すでに訓告処分が出ており、

冬の一時金もカットされています。そもそも

この「訓告」処分も、鈴木副委員長に弁明の

機会を与えず、一方的に出した不当処分です。

「口頭注意」で解雇！？
②の「口頭注意」は就業規則のどこにもありません。一回注意されたこと

が解雇の理由になったら、どれだけの人が解雇になるか！ そもそも、通告

書に書かれている「５月１７日」に鈴木副委員長がビラを「会社施設内」に

置いた事実などありません。

こんな解雇は絶対にありえません。動労連帯はすでに団体交渉を申し

入れています。撤回・謝罪させるまで闘います。ともに声をあげよう！

そして、さらに重大事実が！！（裏面に続く）

動労連帯高崎

２月２２日に出された文書。撤回しろ！



重大事実が明らかに！！

総務部長・松本和之氏、2月 27日の団体交渉で

「無期転換申し込みの時期を

まちがっていた」と

労働契約法違反を認める！
２月２７日、ＴＴＳと団体交渉を行いました。その際組合は、２０１３年

４月５日に入社した鈴木副委員長が２０１３年の労働契約法改定によって、

１年の有期契約から「無期契約への転換」の申し込みを行えるようになる時

期について質（ただ）しました。

無期転換の話をした数日後に解雇通告
鈴木副委員長は２月１８日、反町所長に無期転換の申込をしたいという話

をしました。それに対して反町所長は「鈴木さんはまだ。来年になる」と返

事をし、申込用紙を渡さなかったのでした。その４日後の２２日、鈴木副委

員長に雇い止め＝解雇通告文書が出されたのです。

「今日（団交の日）の午前中、勉強してわかった」と
松本総務部長。ふざけるな！

組合の質問に松本総務部長は「鈴木さんは２０１３年４月５日入社なので、

２０１８年４月１日の契約更新日から、無期転換の申込ができる」と「正し

く」説明。組合は、反町所長の返答と矛盾していると指摘しました。

これに対し、松本総務部長は「それは勘違い。今日の午前中、いろいろと

勉強してわかった。これから手続きをやり直す」と回答したのです。

鈴木副委員長の解雇通告は、やはり撤回しかない！
つまりＴＴＳは、労働契約法に違反していた状態を約１年、続けていた！

労働者の雇用や生活をどう考えているんだ！ この「違法状態」の中で出さ

れた鈴木副委員長への雇い止め通告は、１００％無効です。

ＴＴＳは全労働者に謝罪し、鈴木副委員長への解雇通告を撤回しろ！


